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■農作業標準労賃及び機械作業料金について
　平成29年度の農作業標準労賃及び機械作業料金を設定しました。
　これは、農作業を委託する際の目安として定めたものです。
　農業委員会ホームページで確認できますのでご覧ください。（詳細は次回の広
報に掲載予定です）
▼問い合わせ先 　農業委員会事務局
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■意見交換会で出された主な意見
○農地情報の共有ができる組織がほしい。果樹等を伐採する前に他の担い手
に相談したいため。（三岡・南大井地区）

○個別の組織が多いことから遊休農地が散見される。今後の農地の貸借に影
響する可能性がある。（北大井地区）

○若い農業者は、様々な悩みを抱えており、先輩農業者の経験などを聞きた
い。（川辺地区）
○遊休農地を活用してカモミール（ハーブの一種）の栽培をすれば、鹿が花
の香りを嫌い食害防止となり、花の綺麗さから観光資源につながる。（中
央地区）
○農地・農道の整備の遅れ、高齢化、担い手不足、収益が少ないため基盤整
備、農道整備等の検討が必要。
　中山間地でもできる農業、狭い農地を活かした作物の検討が必要。（大里
地区）
○水田は基盤整備ができていないので借り手がなく、長年耕作放棄地となっ
ている農地がある。畑は浅間サンラインより上の地域にワイン用詰めブド
ウ畑として借り手がいる。（西小諸地区）

■今後、農業委員会として取り組むこと
○農協、普及センターと協力して農地情報の色分けをし、現状を把握する。
○個人、法人経営、大規模化目的の組織等が農業しやすいよう飛び地の解消
など、互いにメリットが得られるように関係機関と連携して取組みを検討
する。

■市や農協へ要望していくこと
○農地情報を共有、一元化する組織を構築すること。
○人・農地プランを実施するための人材確保をすること。
○農地要望状況や耕作放棄地等の情報を農業委員会又は、自治会へ公開する
こと。
○行政、農協が協力し地域の推奨作物、資金情報等農業者に示すこと。
○新規就農者、定年帰農者、農事企業、農事企業者の誘致活動をすること。
○基盤整備、農道整備の推進を図ること。
○西小諸地区の農協は、機械センターが遠いため、利便性の向上を図ること。

〈広告欄〉


